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本研究は，戦後のわが国において，競技スポーツの振興及び発展とともに醸成されて
きた競技スポーツ観の形成過程および形成要因を明らかにしようとしたものである。
本研究の目的を達するために，本研究は，序章と 3 つの章及び結章によって構成され
ている。  
序章では，問題の所在を確定した上で，先行研究の検討が行われ，本研究の課題と
して以下のものが抽出された。1）一般的なスポーツの特質及び競技スポーツ並びに競
技者の特質の明確化。2）スポーツそのものの構造的側面に着目することによる競技者
としてのアイデンティティの危機・喪失状況の産出過程の明確化。3）操作概念として
の競技スポーツ観の規定による競技スポーツ観の形成過程の歴史社会的解明である。  
本研究では，これらの各課題に沿って各章の問題が設定され，これらの問題の解明を
通して本研究の最終的な目的である我が国における競技スポーツ観の形成要因の明確
化を行うものである。  
第 1 章では，本研究の考察上の概念装置として位置づけられる「競技スポーツ観」
を規定し，戦後の競技スポーツ観の形成過程の検討のための予備的考察が行われた。  
第 2 章では，「根性」に着目し，スポーツ根性論の成立過程及びスポーツ根性論の流
行（定着）の要因の解明が問題として設定され考察が行われた。  
第 3 章では，我が国の戦後，その中でもとりわけ東京オリンピックを契機に形成さ
れたと考えられる支配的な競技スポーツ観の形成要因の解明が行われた。具体的には，
東京オリンピックマラソン銅メダリストの円谷幸吉の自死に関連する言説の分析・検
討によって，1）円谷の自死に関する言説の解釈，  2）円谷の自死言説の現在の競技ス
ポーツへの影響分析が問題として設定され考察が行われた。  
本研究における各章の考察の結果，課題 1）については，文化構造体としてのスポー
ツと差異化された競技スポーツを想定したとき，競技スポーツにおいて求められる一
元的な志向性である勝利コードによって，個々の競技者の行為は主観的な動機や状態
を越えて標準的な規定をうけることが考えられ，それが競技スポーツの構造的特質と
して構想された。課題 2）については，スポーツの象徴機能に着目し，スポーツ文化を
構成する各要素が勝利コードによって有機的に再構成されていくとき，競技における
敗北や挫折といった事象は，競技者としてのアイデンティティの象徴化を困難とし，
バーンアウトやドロップアウトといった競技者としてのアイデンティティの危機・喪
失状況を表出させることが推察された。課題 3）については，考察上の概念的装置とし
ての「競技スポーツ観」を「文化構造体としての競技スポーツにおいて，勝利への一
元的な志向性によって行為に標準的な規定をうけるとき，行為主体である競技者のも
つ規範，態度，信念といった観念の総称」と規定した。次に，戦後スポーツにおいて
使用された「根性」に着目し，スポーツ根性論の形成過程およびその要因について検
討した結果，スポーツ根性論の定着を支えた大衆の心的エネルギーは，危機からの復
興・再建の倫理，現代版の通俗道徳と親和性をもつものであることが推察された。こ
のことから，1960 年代に成立し定着していったスポーツ根性論は，競技者としてのア
イデンティティを規定しうる支配的な競技スポーツ観としてみいだされた。その一方
で，円谷幸吉の自死によって生起した「円谷幸吉的言説」が競技者としてのアイデン
ティティの危機を鮮明化する一契機となり，競技スポーツ観の転換を促す機能を果た
すことが考えられ，円谷以後の競技者に，新たな競技スポーツ観を創造しようとする
兆候がみられることを明らかにした。  
以上のことから，本研究では次の結論が得られた。戦後のわが国における競技者と
してのアイデンティティの危機・喪失をもたらす可能性がある競技スポーツ観の形成
には，次の事柄が要因として考えられる。第一に，1960 年代に成立したスポーツ根性
論は戦前から戦後を生きた人びとの「危機からの復興・再建」の時代精神を基盤とし
ながら，勝利への強い意志と猛練習，結果としての人間形成をその本質とし，我が国
の支配的な競技スポーツ観として機能していったことである。第二に，この支配的な
競技スポーツ観は，現代版の通俗道徳や執着性気質的な職業倫理との親和性が考えら
れたことから，勝利志向性という一元化された世界において競技者としての自己を規
定していかなければならないとき，そこからの離脱はきわめて困難であり，挫折や敗
北といった中途脱落は人格的な敗者とみなされ，受動的な忍従の持続が求められるこ
と。さらにこのとき，競技スポーツにおける勝利は，目的的ではなく手段的に位置づ
けられ，勝利を追求することのなかに，人間の完成をめざすという，競技スポーツの
二義的なとらえ方がなされていたと考えられたことである。  
